
平成30年7月豪雨災害 関西調査団 速報会
砂防学会関西支部調査報告

神戸で発生した土石流、土砂流出の状況

調査地：神戸市灘区篠原台、北区筑紫が丘、北区有馬町
調査日：平成30年7月25日
調査内容：崩壊土砂が流動化し被害が発生した事例を主体に調査を実施した

（土石流・土砂流出の発生状況、流下痕跡、粒径等の調査）

調査団：

発表者 笠原拓造（国際航業(株)）
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しのはらだい つくしがおか ありまちょう



調査位置図
崩壊土砂が流動化し被害が発生した事例を主体に調査を実施した

①灘区篠原台（排水路や建物，道路等の影響で土砂氾濫範囲が拡大した事例）

②北区筑紫が丘（土砂災害警戒区域が指定されていない場所で土砂が流出した事例）

③北区有馬町（砂防堰堤下流に土砂が氾濫した事例）
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①
②

③

六甲山系（花崗岩の分布地域）の周縁



１．調査報告（灘区篠原台）
(1)災害概要
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災害後の航空写真（国土交通省六甲砂防事務所提供）

災害後の航空写真

土砂流出

土砂流出

災害後の航空写真より作成した鳥瞰図



１．調査報告（灘区篠原台）
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兵庫県神戸土木事務所提供

兵庫県神戸土木事務所提供

兵庫県神戸土木事務所提供

写真-1

写真-1

写真-2

写真-3

写真-3

写真-2

谷出口から道路上を流下して住宅地へ水・土砂が流入
（谷の下流は暗渠で排水→土砂で詰まり道路上を移動)

土砂流出
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１．調査報告（灘区篠原台）
(2)流域状況（現地調査結果）
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侵食形跡あり、流下する際に侵食により発達した
流域内には土砂が残存し再移動の可能性がある

写真-1

写真-2

土砂流出

写真-2

写真-1
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１．調査報告（灘区篠原台）
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長雨が続いたことによる土砂の強度低下
流下土砂は強風化花崗岩（まさ土）で非常に細かい
（代表粒径0.5-1cm程度：堆積した土砂の上に乗ると泥状に液相化して足がはまることも）
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河床縦断図（標高・河床勾配）



１．調査報告（灘区篠原台）
(3)まとめ
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１．人工改変等により元の地形や土砂移動の特徴が見えにくくなっている（都市砂防の特徴）
・都市周辺の山麓の住宅地では、本来、土砂移動の場であることが多い
・建物や道路で流出土砂の流下方向が規制される
・流末処理の課題（流路幅が谷出口下流で急縮する、暗渠化）

２．現在の制約の下で、何ができるのか、今後どのようなことをすべきなのか
⇒(1)住んでいる場所のことを知る （※詳しくは釜井先生の発表参照）
今回の災害では、土砂流出前に土砂災害警戒情報の発表，避難勧告の発令がされていたが実際
に避難された方は少なかった
（避難の動機付けになる情報をもっとしっかり周知しないといけない：例えば土地の形成史や
土砂流出形態の特徴→危険箇所の絞込み・危険度ランク区分等）

⇒(2)ハザードマップの充実
避難の動機付けになるような情報(①）の充実
建物や道路等により危険範囲より拡大して土砂が氾濫する場合があることに留意する

⇒(3)「被害最小化」のための取り組み
土石流発生時には道路を流すことを許容させるようなまちづくりの検討
（宅盤の嵩上げ、１階部の構造の見直し、塀等の設置を行い無害に土砂を流す等）
→住民への周知・理解が必要
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１．調査報告（灘区篠原台）
(4)土砂氾濫シミュレーションの紹介
ケース１）
平成30年7月豪雨時の状況を想定したシ
ミュレーション

崩壊土砂が水供給を受けて土石流化し、短時間に
一気に流出すると仮定

ケース２）
平成30年7月豪雨時の後に土石流が発生す
る状況を想定したシミュレーション

渓流内の残土が今後の降雨で土石流化し流出する
と仮定（上記の５分の１程度の規模を想定）

河道の侵食：災害後の河道状況より
川幅10m、移動可能土砂2mを想定

崩壊土砂

土砂氾濫をシミュレーション
流動深（水＋土砂の流れる深さ）
土砂堆積厚

災害後の航空写真（国土交通省六甲砂防事務所）より作成した鳥瞰図
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１．調査報告（灘区篠原台）
   １：計算結果        （流動深、凡例単位m ）

Hyper KANAKOによる
シミュレーション計算
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１．調査報告（灘区篠原台）
ケース１：計算結果 アニメーション（堆積厚 凡例単位m）

Hyper KANAKOによる
シミュレーション計算
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１．調査報告（灘区篠原台）
ケース１：計算結果（痕跡：流動深  堆積厚 最大値）

痕跡：流動深  堆積厚 最大値 計算終了時 堆積厚
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１．調査報告（灘区篠原台）
   ２：計算結果        （流動深、凡例単位m ）

Hyper KANAKOによる
シミュレーション計算
























